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食品中の農薬について
～農産物の残留農薬に係る分析法の確立と農薬残留実態調査～

長野県環境保全研究所 食品・生活衛生部

食品の安全・安心のため、県では県内に流通する農産物等に残留する農薬について検査をし、その
残留実態を調べています。

・農作物を育てるために農薬が使用されていますが、流通する段階でどの程度
の農薬が残留しているかを把握し、人体に及ぼす影響を推定することで、県民
の安全な食生活の確保に役立てます。

・検査に使用している測定機器の性能が年々向上していることから、試験法を
見直し、その高い性能を活用することで、さらに検査結果の信頼性を高めるこ
とが必要です。

研究期間
R7～R9

①試験法の見直し
測定機器の性能の向上に伴い、試験法についてもその高い性能を活用することができるよう見直し
ていきます。

③違反原因の追跡調査

②農薬の残留実態調査・安全性評価
残留実態調査により検出頻度の高い農薬について、一般的な食品摂
取量からどの程度農薬を摂取しているかを推定し、安全性の評価を
行います。

試験法の妥当性評価を実施し、高選択性・高感度である試験法で農産物の残留検
査を実施することにより、検査結果の信頼性を高めます。その前段階として、令和
６年度に、より高選択性・高感度な測定メソッドを作成しました。

農薬の残留実態と県民の食品摂取量から食物から摂取している農薬量を推定し、
安全性評価をすることで、食品に対する安心につなげます。

基準違反となった農薬の使用における挙動を科学的に検討し、情報提供すること
で使用者の農薬への知識を深め、適正な使用に貢献します。

原因が特定されない基準違反が発生した場合、違反原因を科学的に調査します。
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